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　　38噺り　回瀾の方面の事ば，別項で獲表される事t思ふので，六ケ敷い事柄

　　lt一切抜きにして，庇庭で匡軍なろ記行文蜜云ふ事にし，面白かつブこ事や困

　　つ7こ事なごた，慢然玉筆にまかせて書きなぐろ考へですから，そのおつもり

　　で，讃んで頂き度いので減・

○　新城総長や石野理學部長，天文毫の皆様の盛大な御見途り魏に，京都

騨を出｛したのは，三月二十四日の朝であった．神戸では，今度のスマ5

ラ行きに，始めから御世話下さった本會會員奥村幸二郎氏を始め，天文毫

の撒氏並びに會員撒氏の御見迭りの内に，同日午後二時，吾等の乗つナこ商

船の貨客船たこま丸は出帆した，

○　門司で船が止まるざ，直ちに石炭船が自由寄って來て，早遽石炭積込

みが始まった．なかなか：景氣のよいものである．暫らく見εれてるナこら，

あまり景氣がよすぎて，入間が一入石炭ε一緒に，起重機で引上けられて

喰ったのには篤いナこ．倒になって室中に吊り下げられナこ時は，E，．うなる事

かミ心配しナこが，案外あっさりS，甲板上に下ろされナこので，：先づは安心．

　それから雨を衝いて，下塗に上陸し，同地の會員諸氏に迎へられて，山

陽ホテルで晩餐の御馳走になる．此虞から自動車に分乗して，本妻下關支

部薄身の講演場たる梅光女上院へ向ふ．折り柄の雨にも拘はらす，慕講者

は多数先づ山本先生が，本年5月90の日食に就いて，恥いて中村氏が

日食観測法に就いて述べられた．次に上島氏が太陽上層ガスミ日食ξの關

係を蓮べられる筈，所が同氏は再三之を断はられたので，魏衆は雌

承知せす，拍手で迎へるので，ごうεう導引なしに演壇に引張り出される・

けだし，此れが同氏の慮女講演なのである．所が，口を開いftら，曹うし

て慮女講演さころではない．洒落が飛び，比喩が綾いて，六ク敷い内容を

面白可笑しく，酒々E述べられたので，すっかり入氣を一人で引受けて了

つナこ・最後に幻燈を映爲して，山本先生が説明され，大喝釆裡に會を閉ぢ

ナこのが，3月25日午後10時．
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　此の夜は，會員河村，廣津爾氏の御好意で雨氏の御宅に分宿して，口本

の陸地での最後の夜を過した．

○航海中，船で「うねり」は張いが寝込む者はない．尤も私は立海灘ε云

ふ名前で，すっかり醇はされナこが，此の灘を通り過ぎてからは，撫れ方は

洞じなのだが，元氣を取りもさして，輪投けや縄飛び，麻雀等で日を暮ら

してみる．一一・　nに一回叉は：二回，船の無線受信機で報時を聞かせてもらう

のが日課．航海は至って退屈である．時たま馬世語の稽古，サト，ドア，

テガξ鯨念がない．門司を出帆した翌28日に，船の時計は37分邊らされた．

何んだか攣な氣持がするものだ．夏に翌日は14分，30日には9分邊らせて

結局西部標準聾寺：εなる．で，s“う孝へても1時間丈野分に壽命が延びナこ様

に思はれて仕方がない．

　31日には朝からジャンクが澤山見える．船は今，輻建省の沖を進んでみ

る．西方遙か10里の外に，雲か山か，かすかな影を認める．その手前に，

松林の襟に蚊んだのがヂヤンクである．εても大しナこ嶽だ．されもこれも

一嘗に，帆の恰好が妙で，且つ色が悪い．「沖の白帆」ぢやなくて，「沖の褐

色帆」では，映えない事おびただしい．

〇　四月一日朝，フト眼を蜷ますξ船は止まってみる．驚いて甲板に出て

見るε，久し振りに雲間から星が，所S“ころに見える．南方には「さそり」

の一部が見え，北斗は思つナこより未だ高い．

　般は今，四方を島で取り巻かれた，浪静かな濁に停止してみる．島ε島

ξの間からは，漁船の怪火が明滅する．北西の室が，ほのかに白んでみる

のは香港でもあらうか．日出までには未だ間もあるので，再びベットに入

る．………愈々香港の封岸，九龍の桟橋に横附けεなつ九のが，午前9時．

今や香港の島は夏の始あ．全島は若葉に包まれ，その青い葉蔭には赤や黄

色の家々が，800尺の頂上まで黒占在して，李和な，落ち付いた感じを與へ

る・此の調和を破って，下口に撃って素晴しく大きな大砲が，「大英帝國の

威嚴は斯くの如し」Sばかりに，山の嫡々に頑張ってみる．あミで聞いt

話だが，此れは皆な木製の大砲で，本物は見えない所にかくしてあるんだ

そうだ，おっかないおっかない．
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　三井物産の井一k氏の御案内で，自働車で島を一週する．名も知れぬ草木

の間に松だけは懐かしく眺められる．邦人間では，「香港櫻」ε呼ばれてみ

る面々櫻に似た花が，今，丁度満開である．海水浴場では，さすがに未だ，

泳いでみる者はなかったけれさ，既に海水着をつけて，マンドリンを奏で

るる連中もあった．まるでセルロイドの入形そっくりの子供が，よちよち

ε砂嵐を歩いてみるのが可愛い．．ドライブを終って，更に，ケーブルカー

で頂上に登る．此慮ピーク山上にはピーク＊テルを始めiして藪多の別蕪

が立ち蚊ぶ．クーブルでなくεも自働車でも登る事が出來る．山上から見

下した景色は叉ナこ格別．九位を登した鐵道線路が，畠を縫ひ，森を貫いて

短く後方の山の中に分け入る．廣東に通じてみるんだそうだ．併し，現今

は，途中に土匪が出浸するので鯨り利用されす，艦で連絡してみる由．眼

下の香港穫橋から今，出帆しようεしてみるのが其の連絡船で，眞白に塗

られた小さいが，きれいな般である．港に浮ぶ撒多の各國汽船の中で，郵

船の天津丸が特に目立つのもうれしい．英國海軍根嫁地ミして，重油タン

ク，火藥倉庫，無線電信所等が，所々の島々を占領してみる．

　下山の時はケーブルを途中で捨て，植物園を見物してから港へ出る．蓮

絡船で九三琶に渡る．此の連絡船はスター會祉が蘇蜜してみるので船名には

凡て何々スターこ云ふ名が付いてみる．Peninsular　HQtelで一休みしてか

ら，ROya10bservatQryを訪ねる、此慮は天：紅血ミ云ふよりも測候所ε云っ

た方が適當かも知れない．昔は天文観測もやってゐナこのであるが，今は時

間の観測以外はやってみない由．立關の横に6吋位の赤道儀が入れられる

窺い観測室が，牟壊れになったまx，今は物置にでも使はれてるるのらし

い．子午儀を覗いた丈で引上げる．

　書食は轟々山蕪で廣東料理を，晩餐は松原族館でスキヤキを御馳走にな

る．今夜先生は，當地日本入會からの依頼で，青年會館で講演される事に

なつテこので，松原蕨舘からは，先生御夫婦並びに井上氏ミ分れて，吾々若

黛襲名は市街見物に出かける．併し，今朝着いた撮りで町の様子がまだわ

からないのミ，上陸する前，船の中で「夜は，うっかり一入歩きはあぶな

い」等ξおきかされて來てるるので，髭勝へ行くにも四人xEもくツつい
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て歩く．だが，歩いて見るE，そんなにおそろしい町でもなさそうだ．そ

れで，あεで船に麟つナこ時，話したら「上海の方が，もつttひさい・そり

ゃあ嘘ぢやあない」つて事だ．其は払ておき香港市街は，書間，遠くから

眺めナこ時は奇麗に絶つナこが，歩いて見るε，随分きナこない支那人街が多い

のにあきれる．

　9時頃に九龍に渡る，船から見た香港の夜景は實に素的である．海岸の

市街から，ピークの頂上まで，或は家の火，或は街燈の光り等，青や赤の

燈火で島骨髄が覆はれ，恰かも大きな二二が浮き出した様である．此の半

弓の．Lを，自働車のヘツドラ1トが，うねうね曲りながら，頂上まで登っ

て行くのも面白く眺められる．景色に於て，香港の夜景は，世界三港の一一4

ε云はれるのも，成程尤な事であるご感心する．九龍では名前が氣に入っ

て，スター劇場でコメディーを見物しナこが，洒落がわからない・もつε正

直に国歌するS，喋ってる事が，てんで解らない．可笑しくもないのに見

物入が相好を崩して笑い出す顔を見てみる方が，よっ程可笑しい位だ．

○　飛び魚や海豚の群を驚かしながら艦は南へ南へこ進んで行く．香港で

は，晩春か，初夏の氣候であったのに，香港出帆翌日の3日には，朝から

銑に眞夏の氣候ミ早がはりして了って，船員の甲板で働く者は，白服にヘ

ルメヅトの扮装ミなつte．急に來た暑さなので，εてもやり切れない．扇

風器を廻したつて，部屋の内では耐へられないので，甲板のテントの下に

皆集まる．香港までの航海は曇天績きだったのが，3日から好天氣ミなっ

たのも一一一つの理由かも知れない．天氣はよくなったが風は強く，うねりは

相愛らす可成りある．日没時のグリーン・フラッシュを見やうε，随分注

意したが，いつも，もう少しミ云ふ所で雲に邪魔されて了ふ

　器では毎日朝タミ正午に太陽の観測をして，船の経緯度を測ってみる。

星の観測はやってみないらしい．六分儀を借りて，吾々若蕪蓮中は代り代

り太陽の観測をやってみる．海上での観測は生れて始めて．

○　佛領印度支那の山々を遙か彼方に眺めて通り，5日の午後になってか

ら，即ち北緯10度附近から，浪はすっかり穏やかになって，所謂無風帯に

入ったのか，瀬戸内海よりも静かだミ云ひ度い，殊に6日の夕刻，室一面



422 スマトラ行き　（1一］M［生）

が夕焼で眞紅ミなり，それが，油を流した様な海面に爲って，自分以外の

凡ての物，雲も，海も，般も紅に燃えてみるのではないかミさへ見られt．

　シンがPt　一ルに着く前々日（6日）であっナこ．正午，甲板に出て見るミ，太

陽は照ってみるのに自分の影がない，煙突のも，マストのも影がない．無

いのではないが，影は各々の足下に小さく露ってるる．師ち，太陽が天頂

近くに來た含めであって，此の時の太陽の天頂距離は僅かに1度程であっ

ナこ．

○　夜，甲板で室を仰ぐ．天頂より北側に，見馴れない星座がある　此れ

は妙だ．此の部分ならば，京都からは，見え過ぎる程よく見えてみる筈で

あるのに，きう考へても，こんな星座は記憶にない．仕方がないので，あ

れが北極星で，あれが北斗でこ行く罵「しし」でなければならぬ．併し「し

し」の形にはなんミしても，成ってみない．で，ようく見たら……，何あ

んのこった．「しし」がひっくり返ってみたのだ．今までは，頭が上で，右

を向いk形だつたのが，今は，頭が下で，左を向いてみる．馬鹿馬鹿しい

やら，腹が立つやら．併し，こんなにまで，感じが全然違って了ふミは，

思ひもよらない事であっk．暫らくするε，「さそり」が眞東から登って肥

る．今度は騙されない．べ星，デ星，ピ星の3星が地ZF線ではない水準線

に卒行に並び，眞直，天頂に向って登って來るさまは實に肚観である．北

極星は日々に低く，弱くなり，逡に6日からは，水ZF線近くの横雲のため，

見られなくなつk，北極星が見えない程，淋しく心細く感じる事はない・

　併し南方には，カノプスを始めxEして，「センタウル」のア星，べ星，愛

らしい「南十字」なさ，憧憬れてみた南天の星座が今や，年々Eして現はれ

て回る．シンガポ1ルに着く前夜ナこる7Bの晩，ボー一　／が來て，「先生が上

でお呼びです」xS知らせて下れる．いそいでボート・デッキに上るこ，先

生は「大マゼラン雲だ」S南方を指示される．驚いて振りかへるξ，銀河

から飛び離れて．，浮雲の様にぽっかりξ浮んだ姿が，雲の切れ間から現は

れてるる．今度の族行では，太陽の位置の關係で，εても見る事が出來な

いだらうε諦らめてみた此の大マゼラン雲を，只一夜ではあったが眺める

事が出來たので小躍りして喜こんだ．
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0　例に依：つて，船の時計は日日に渥らされて，3日に36分，4日に7分，

5日に3分，6日に8分，7日頃6分．結局，香港からは1時間，日本か

らは2時間譲れた時間を使ふ事になる．

　浪静かな水野線の彼方に，煙突εマストのみ見せて，汽船が通る。シン

ガポールまで，あE1日の行程εなった頃からは，常に幾讐かの汽船を見

てみた．与るものは煙突丈け見られ，或るものは船体全部を見せ，或るも

のは，翠煙だけで其の存在を知る．此等凡ての船はシンガポールへ，ヌ．た

は，シンガポールから航海を綾けてるるものε思はれる．此れを見ても，

その港が如何に繁榮してみるかが想像される．

○　常夏の國，新嘉波．又た，恰かも人種博覧會場の如しミ云はるN新嘉

披．吾等の鷲は，4月8日の早朝に此の港に入った．

　波止場に働くタリーを見るご，まつナこく色が黒く，眼ばかり光ってみる．

而も，此の炎天下に，全然跣足である．日向に置かれナこ印板の上でも，李

氣で歩いてみるのには驚いた．

　兎に角，素的に暑い．まるで風がないんだから，やり切れない．日光は

無茶に強く，おまけに，白革が多いので，目映ゆくつて見てゐられない，

野村商店の並並氏に出迎へられて，自動車で同店の在るUnion　Buildingへ

向ふ波止場が随分廣く，市街まで可成りの道程である．同店はBuildingの

5階だこ聞いたので，エレベーターの内で，「リマ」ξ云つkら，うまく通

じて，5階で止めて呉れた．先づ馬來語の第1暦の餌刺は成功したわけ．

此虚で，スマトラの農園の詳しい位置を，地圓の上で調べる．思ったより，

月の影の中心に近いらしいので大喜び．

　鈴木氏の御案内で，ジヨホ！ルまでドラaヴする．自動車は60キロ前後

の遽さで走ってみる．道の側側の，椰子の實，無茶に背の高い木，ゴムの

木の林，水中から生えてみる木，パインアップルの畠等，南洋氣分の離れ

た凡てのものが，偉い勢で後の方へすつ飛んで行く．自動車の蓮隠州は馬

來人だか，英語がわかり，日本語の輩語も少し知ってみる．日本の竹は「お

ほきい」が，新嘉波の竹は「ちいさい」ミ，ハンドルそっちのけで，手相似ま

じりに話し出すので，乗ってみるものはひやひやしながら聞いてみる．婦
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人に嵐合ふミ，あれは「おくさん」だε云ふ小さな娘の子まで「おくさん」

なので，SうSう噴き出す．

　新嘉披の島を北へ突つ切って了つt　rVfが海峡で，その謡い海恕を隔てX，

向側がジョホール王國である．面積は九州程の廣さあり，馬來牛島の南端

を占めてみる．世界大戦坦後，島ε牟島εの間を埋立てN道路を作り，直

接牟島ε蓮絡して了つた由．此の埋立道路の東方に英國海軍根蛮地がある．

　ジヨホールのお寺を見物する，なかなか贅澤な建築である．此麗を引上

け様Eしたら，夕立がやって來た．否，南方島の方がS“しゃぶりで，海面

にも降ってみるのだが，此慮までは來ない，やつε降って來ナこミ思っナこら，

二憂並んだ自働車の後側のにばらばらミ來た丈で濟んで了つた．それから，

島へ引返へして，水源池を見る．まるで公園の様だ．只，少し狡い公園の

眞ん中へ，思ひ切り大きな池を作つナこε思へばよい．一見，松に似t木が

多い．併し傍に寄って見るε，針状の葉の一本一本は，丁度木賊の如く節

がある．そこで吾吾は此を「木賊松」ε命名する事にする．次に植物園に行

く．此慮には放し飼の猿や栗鼠がみて，森の中で遊んでみる．最後に博物

館を見物する，

　中食はジヨホールのJohore　Hotelで洋食を，晩餐ほカトン濱の迎陽館

で日本料理の御馳走になる。迎陽館は海岸にあって，家の下まで海水が來

てるるので實に涼しい．博物舘から此塵へ自動車を乗り着けて暫らくする

ミ，野村商店の方々が面々ε集って來られた．

　浴衣に着更へて浴場へ行く．浴槽は日本の据風呂である．やれ懐しい葛

うっかり手をつけて飛び上った．熱いの熱くないのって，まるで火傷をし

そうだ・湯が多くて水を入れる暗面もない．仕方がないので洗面器に取っ

て，微温めてから汗を拭いた．あΣで聞いたら，此方では皆な浴るだけだ

そうで，入浴したら，あこが暑くつてやり切れないんだそうだ，「成程成程」

ミ感心する．

　浴衣がけで聾の上に坐って，二の膳付きにキリンビールの泡をながめて

みる盲，恰も，日本の何庭かの避暑地に落ち付いナこ時の様な氣がする．打

ち解けて色んな話が出る．鰐の肉はなかなかうまい，ミか，それは昨夜始
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めて食：べた許りだのに，ごか聞いてみる内に，山里かで，ちつちつ。ちや

つちやつε鳥の鳴聲見ナこいなのが聞こえる．あれは何ですかS尋ねナこら，

天井を指示して，「やもり」ですεの事．驚いて仰ぐε，居るは居るは，五

六匹，天井や桂を這ひ廻ってみる．初めは一寸氣味の悪いものであるが，

皆は蝿取蜘同位ひにしか思ってみない．

　此面でも山本先生は，當地日本素論の希望で，基督教青年會館で講演を

される事になったので，吾々は例に依って自由行動εなる．それで，野村

商店の方に案内されて，活動二三を暫らく見物する．

　翌9日は，襯測除εしての買物やら，私用の買物やらで，皆忙がしい．

でも馬來語は，實用に役立つ程にはなかなか上達しない．般の出帆は午後

4時である．私は用事が手間取って，皆さんに随分待って頂いたので，大

いに恐縮しデこ．

　鷲は正4時出帆．愈k，目的地ナこるスマトラ島にも，最：早や，明後日の

早朝に着く迄εなった．

　飴り長くなつ71ので，一先づ此の邊で打ち切り，日蝕中の有様等ば，來月

齢で詳しく御薩へする事にしまぜう・少し前置の方が長くなつナこ様ですが，

最初にお断りし大様に輩なろ記行文のつもりなのですから………o

　　　　　　　　　　　百工助教授を迎ふ

　本會創立時代からの一心な會二百濟教猷理由士は去る五月末に京都面面

大帝助教授に任ぜられ，天文學教室に於いて第一講座を澹任せられるここ

Eなった．同氏は大正六年に東京大學を優等の成績で卒業せられ，其の後

京都大業の大雄院に入り，大正十年から暫くは東京天文墓の編暦部技師で

あっナこが，嶽年後退職せられた．氏がテンペル彗星を嚢見されたのは此の

大夢幻時代であっナこ．今回わが京都大學に來任せられたこNSは大貫天文部

のナこめにも，本會のナこめにも大に喜こぶべき事である．


